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オホーツク海の環境保全に向けた日中露の取り組みにむけて
Environmental Conservation of the Sea of Okhotsk: Cooperation between Japan,China and Russia

11 　7 ８

主  催 北海道大学低温科学研究所  環オホーツク観測研究センター
北海道大学スラブ研究センター
総合地球環境学研究所
北見工業大学未利用エネルギー研究センター
国土交通省北海道開発局
国際科学技術センター
北海道大学「持続可能な開発」国際戦略本部

共  催 文部科学省

〒060-0808 札幌市北区北８条西５丁目 TEL: 011-706-2141（会館事務室）
北海道大学学術交流会館  第一会議室

お問い合わせ先

北海道大学低温科学研究所
環オホーツク観測研究センターシンポジウム事務局

FAX: 011-706-7142
E-mail :  ao-symposium@lowtem.hokudai.ac.jp
http://www.chikyu.ac.jp/AMORE/2009symposium.html

プログラム  

アムール川流域とオホーツク海の自然
アムール川流域の土地利用変化とその影響

セッション１
セッション２
セッション３

セッション 4
セッション 5
セッション 6
セッション 7
総 合 討 論

11月７日（土）　9：15～18：00

11月８日（日）　8：30～19：00
アムール川流域の土地利用変化の背景

アムール川保全のための中露の取り組み
オホーツク海保全のための日露の取り組み
黒龍江・松花江保全のための日中協力
多国間の枠組みによるオホーツク海の保全
学術ネットワークの設立にむけて

SAT SUN

日本語     中国語    ロシア語     （同時通訳あり）


